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自我に取りつくキメラ――Caleb Williams をめぐって  
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序  
 ウィリアム・ゴドウィン (William Godwin)の小説『ケイレブ・




 また、この作品は、イアン・ウーズビー (Ian Ousby)やジュリ
アン・シモンズ (Julian Symons)らによってエドガー・アラン・






た手紙」(―The Purloined Letter‖)の犯人に対しても、―no sympathy 
































を抱くように、エミリーはフォークランドを  ―the perpetual 










ンドに向けて発する―Sir, I could die to serve you!  I love you more 




の―I was never so perfectly alive as at that moment‖  (135)という―a 
total revolution‖にゴールドは着目し、それはケイレブとフォー
クランドの身分差が消え、対等な関係を獲得した瞬間だと論じ
ている (Gold 137)。  
 第一巻のエミリーもうわ言の中で、フォークランドを ―her 
first and only love, and he should be her husband‖  (89)とあくまで
恋人として扱っており、ケイレブの抱いた確信を思わせる。フ
ォークランドとの傲慢さを嘆きながらも、 ―if he were proud, she 
was determined to be proud too‖  (89)とする姿勢も、ケイレブの ―it 
was possible to love a murderer, and, as I then understood it, the 
worst of murderers‖  (136)と気付いたという姿勢と共通する。  
 ゴドウィン自身がケイレブの物語を、青髭 (Bluebeard)の妻に
喩えているが (352)、それはケイレブの持つ愛情を考えたときに、
より説得力を持つことになる。妻であるケイレブは ―a mistaken 





























Thus every way was the poor Virgin beset: And the Whole will 
shew the base Art of designing Man to gain their Ends; and how 
much it behoves the Fair Sex to stand upon their Guard against 
their artful Contrivances, especially when Riches and Power 
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conspire against Innocence and a low Estate. (Richardson 92)  
 
パミラが頼みの綱にするジャーヴィス夫人、あるいはウィリア
ムズ牧師も生活は B に依存しており、―to put them in a way how 
to proceed . . . against so rich and daring a Gentleman‖  (Richardson 
98)ということはできないという状況にある。パミラも自らの窮
状を―This is the only Time my low Estate has been troublesome to 





リーもグライムズとの結婚を迫られ、 ―I am innocent, and will 
continue innocent‖  (57)と叫んでいる。ケイレブもまたニュアン
スは異なるが、―I am the same Caleb Williams that so short a time 
ago boasted that . . . I was still innocent‖  (336)と最後まで






ラは彼に対し―What is the Matter, with all his ill Usage of me, that 
I cannot hate him? To be sure, I am not like other People! . . . O what 
an Angel would he be in my Eyes yet, if he would cease his Attempts, 
and reform.‖ (Richardson 179)と思いを馳せている。  
 これに対し、ケイレブも迫害の最中にあっても自らの主人フ
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ォークランドを尊敬していることは間違いない。彼は前述の通
り、―Sir, I could die to serve you!  I love you more than I can express. 
I worship you as a being of a superior nature.‖  (126)と語り、フォー
ク ラ ン ド の 罪 の 告 白 を 聞 い た 直 後 の 反 忚 は ―With all his 
misfortune and his errors, I feel tha t my soul yearns for his welfare.  
If he have been criminal, that is owning to circumstances; the same 
qualities under other circumstances would have been, or rather were, 
sublimely beneficent.‖  (143)というものである。  
 彼らの愛情と憎しみの振幅は激しく、パミラは口論になった








be he said to be God-like‖ (Richardson 273)とまで書き、結婚式で
は―once naughty Assailer of her Innocence, by a blessed Turn of 
Providence, is become the kind, the generous Protector and 
Rewarder of it‖  (Richardson 345)と称えている。彼らの心変わり
は現代の読者にはあまりにも唐突にも思える。実際、その後の
B の描写も、―the kind, the generous Protector and Rewarder of it‖  
というパミラの言葉に値するかどうかは非常に疑問だ。  
 ゴドウィンもこの歪みに対し、反発を感じていたのではない
だろうか。『パミラ』で描かれる状況は作中人物からも ―she is in 
a Fairy-dream, and it‘s pity to awaken her‖  (Richardson 385)と揶揄











Virtue rising superior to every calamity defeating by a plain 
unvarnished tale all the stratagems of vice, and throwing back 
upon his adversary the confusion with which he had hoped to 
overwhelm her, was one of the favourite subjects of my 







レブの減刑を願い出たフォークランドも ―‗The language you now 
hold,‘ said Mr Forester, ‗is that of romance, and not of reason. . .  . 
This is no time for us to settle the question between chivalry and 
law.‘‖ (182)と却下される。身分の差を無視し、パミラを正妻と
する B のような和解の立場もまたここでは通用しないのだ。  
 そして、パミラが迫害の最中に B に惹かれていくのとは異な
り、ケイレブはフォークランドに対して最初から持っていた尊




















 だ が 、 フ ォ ー ク ラ ン ド に 思 い を 寄 せ る エ ミ リ ー は ―the 






















ardour for literature‖  (186)を持ち、古典に親しむ囚人ブライトウ
ェルの死が悲劇的に語られる。  
 さらに、第一巻では、ティレルは ―his form might have been 
selected by a painter as a model for the hero of antiquity‖  (19)と言




になり、最後にはケイレブによって ―imbibedst the poison of 
chivalry with thy earliest youth,‖  (336-7)した人物として語られる。




 『ケイレブ』の副題は「あるがままの現実」(Things as They Are)








(Kelly 43)。ホレス・ウォルポール (Horace Walpole)のいう自然を
写し取らんとする新しいロマンスが、やはり現実の世界を反映
していないという不満がゴドウィンにはあったのではないか。
ジェラルド・A・バーカー (Gerard A. Barker)はこのフォークラン
ドをリチャードソンの他の作品 (The History of Sir Charles 
Grandison)の主人公サー・チャールズ・グランディソンからの
系譜に位置づけた上で、 ―Godwin‘s concern for psychological 








楽園』 (Paradise Lost)からの影響を見出すマリオ・プラ ―ツ
(Mario Praz)の説に従い、サタンの系譜の物語として『ケイレブ』
を検討する。プラーツは ―grandsons of Milton‘s Satan . . . begin to 
inhabit the picturesque, Gothicized background of the English ‗tales 
of terror‘ towards ends of eighteenth century‖  (Praz 58) と述べ、  
ゴシック小説に登場する悪漢の一部を ―the tyrant type in The 
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Castle of Otranto‖として位置づけている (Praz 84)。  
 『ケイレブ』もまた社会的な物語であると同様に、世界から
見放されたロマン派的主人公の物語でもある。―a mistaken thirst 
of knowledge‖ (139)に駆られたケイレブは ―cut off from the 
friendship of mankind‖  (318)という状態で、彷徨を続ける。一方、
フォークランドも自らの苦悩に押しつぶされて衰弱していく。  
 当初のケイレブは―no practical acquaintance with men‖  (7)では
あっても、決して―the friendship of mankind‖から見放された存在
ではなかった。両親の死後は、フォークランドの庅護の下に暮
らしており、追われる身となるまでフォークランドの屋敶をし
ばしば―our home‖と呼んでいる。  
 逃亡中、ケイレブは自分の新しい「家」を探し続けている。
彼が監獄の中で友人となったブライトウェルを亡くした時、彼
は―rest in the arms of friendship, and forget the malignity of the 






にとって―as much kindness as if he had been my father‖  (223)な存
在であり、スパレル氏も ―to love me with parental affection‖ 
(280-1)であったことが描かれ、―instead of that son‖としてケイレ
ブを扱う。また、途中でケイレブが代理人として頼りにするマ
ーニー夫人の―she was sincere and ardent in her attachments, and 
never did she omit a service which she perceived herself able to 
render to a human being.‖  (267)という描写も、明らかに「母」の
- 92 - 
 
イメージを持っている。終盤で出会うローラや、再会したコリ
ンズに至っては、彼らのことをケイレブは ―my mother‖、 ―my 
father‖と呼びかけすらしている。あるときには、 ―All evils 
appeared trivial to me, in comparison with the recollection and 
perpetuation of my parent misfortune.‖  (307)と述べており、彼にと
って親は非常に重要な意味を持っていることが分かる。  
 また、ローラに見捨てられたケイレブは ―Rest I had none; relief 
I had none; never cou ld I count upon an instant‘s security; never 












ミリーにとってフォークランドは ―a beneficent genius‖  (48)であ
り、ホーキンズは―feel myself equally as much bound to respect and 













くも最初のエピソードから ―this god-like Englishman‖  (17)として
神のイメージが付与されている。一方、フォークランドに逆ら
うケイレブは―this serpent‖  (181)と表現される。フォークランド
がケイレブに―If you had persisted in that to the end, I would yet 





 この作品の中で、彼と同じく ―something more than mortal.‖  (34) 
と神を思わせる立場にいる人物クレア氏は、物語の前半部でフ
ォークランドにティレルについて警告する際、 ―I exact no 
promise from you. I would not shackle you with the fetters of 
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が、その場所にあっても彼の心は休まることがない。フォーク
ランドは  ―a solitude upon whom no person dared to intrude‖  (9)に
おいて ―sort of paroxysm of insanity‖  (114)に取りつかれて、
―intolerable anguish‖  (9)を表すうめき声を上げているのだ。そし
て、最後には、もはや―like nothing that had ever been visible in 
human shape… His whole figure was thin, to a degree that suggested 
the idea rather of the skeleton than a person actually alive.‖  (290-1) 
と言われるまで衰弱することになる。  

















の言葉で呼べば、彼は ―the kind, the generous Protector and 
Rewarder of it‖  (Richardson 345)と―Lucifer himself in the Shape of 
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 ケイレブ自身、最後には自分の行動を ―treason against the 
sovereignty of truth‖  (334)と考えており、やはりサタン的役割を
持った人物であるのは間違いない。『失楽園』の中で、サタンが
神を―His equals, if no power and splendor less, / In freedom equal‖  
(Milton 134)であると考えていたことを忘れてはならない。始終、
自分のことを―sole judge and master of his own actions‖  (165)であ
ると主張していたケイレブは神の権威を否定したサタンの行動
そのものだ。―a mistaken thirst of knowledge‖ (139)によって破滅
するという姿も、同時代のゴシック小説『ヴァテック』(Vathek)





ample field for speculation and conjecture‖  (8)と感じ、時には―a 
fish that plays with the bait employed to entrap him‖  (114)と語り、
フォリスター氏も―the second man I had seen uncommonly worthy 
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of my analysis‖ (148)と表現するなど、傲慢さを感じさせる。  
 また、第一巻においてエミリーはうわごとで ―the cruelty of 
Falkland to show himself so proud‖  (89)とフォークランドを責め
ている。さらにそのエミリー自身も、グライムズにとっては ―as 












and groundless romances of chivalry‖  (101)に耽溺し、 ―I am as  
much the fool of fame as ever.  I cling to it to my last breath.‖  (142)
であるが故に、ティレルを殺してしまう。だが、理性の人とし
て描かれるコリンズは、本来ならフォークランドが望んだであ
ろう決闘は―the vilest of all egotism, treating . . . myself, or an 
unintelligible chimera I annex to myself, as if it were entitled to my 
exclusive attention‖  (102)だと語っている。このように歪んだ自
己認識が彼らの性格の特徴をなしているのだ。  
 ケイレブもやはり自己認識に悩まされた人間だ。ケネス・W・
グラハム (Kenneth W. Graham)はケイレブの真の分身として、 ―a 
nightmare version  of himself‖を挙げている。すなわち、―Created 
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through the concerted action of his two tormenters‖  (Graham 124)で
ある悪名高い押込み強盗キット・ウィリアムズなのだ。ケイレ
ブが考える innocent な自分と、世間が考える悪党の姿が一致す
ることに、彼は耐えられない。実際、彼は―the odious and atrocious 




ークランドを死なせてしまう。あとがきの中で叫ぶ ―Why should 
my reflection perpetually center upon myself? – self, an 





えるだろう。ケイレブは ―something so fiend-like in the thus 
hunting me round the world.‖  (284)と、ティレルも―This Falkland 
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にある人びとの非難に過ぎない。彼は ―They know what they have 
to suffer. I had only to imagine every thing terrible, and then say, 





すぎない  (Barker 140)。  
 『政治的正義』(Political Justice)の中で思想家としてのゴドウ
ィンは、自らが守りたいアイデンティティにこだわり自己を孤
立させる人は、―divest of a character of a man and be incapable of 
his fellow men, or of reasoning upon human affairs.‖ (PJ 500)とな
ることを説いている。ケイレブやフォークランドもそれぞれ他
人の考えを排することで、狂気に陥っている。ケイレブ自身も
苦境の最中、―some alienation of my own understanding generated 








ブは―not altogether destitute of observation and talent‖(113-4)と自
負しており、やがてフォークランドが過去に犯した殺人の秘密
を探り始める。しかし、ここでは、探りを入れられるフォーク
ラ ン ド の 側 も 、 ―looked at me with wistful earnestness, as 
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questioning what was the degree of information I possessed, and 
how it was obtained‖  (114)と、逆にケイレブの心中を探っている
のだ。迫害される立場になったときも、このように述べている。  
 
I was his prisoner; and what a prisoner! All my actions 
observed; all my gestures marked.  I could move neither to the 
right nor left, but the eye of my keeper was upon me.  He 
watched me; and his vigilance was a sickness to my heart. For 
me there was no more freedom, no more of hilarity, of 




れることになる皮肉だが、フォークランドはもはや ―a fish that 
plays with the bait employed to entrap him‖のような立場ではなく、
―an overseers, vigilant from conscious guilt, full of resentment at 
the unjustifiable means‖ (144)となり、ケイレブの眼には自分の部
屋すら「土牢」(―a dungeon‖; 157) に映るのだ。そして、終盤に
至っては、自分を追うフォークランドとジャインズの視線を、
―the eye of Omniscience pursuing the guilty sinner‖  (316)と形容し
ている。  
 そして、彼は放浪の中でも他人の視線に怯えざるをえない。
ケイレブは―that I was the sole subject of general attention, and the 
whole world was in arms to exterminate me‖ (247)と感じる。―one of 
the principal dangers which threatened me was the recognition of my 
person‖ (242)と考えて変装を繰り返し、自らのアイデンティテ
ィを放棄することになる。  





nightmare version  of himself‖ (Graham 124)によって実現されて
いくことになる。ロンドンでも、自らの行状に関する新聞を見
た と き に は ―A numerous class of individuals, through every 
department, almost every house of metropolis, would be induced to 







唆しているのではなかろうか。執筆業の中で、 ―the histories of 
celebrated robbers‖  (268)に興味を持つのも、ケイレブが無自覚の
内に「悪名高い押込み強盗」という己のもう一つのアイデンテ
ィティに自らを馴染ませようとしている証拠だろう。  
 ケイレブは冒頭で逃亡の日々を思い返し、こう語る。―My life 
has for several years been a theatre of calamity‖  (5)。この「舞台」
(theatre)という言い方は、他人（特にフォークランドから）見ら
れているという意識の表れではないだろうか。彼は幼い頃は世
の中を―as a scene in which to hide or to appear, and to exhibit the 
freaks of a wanton vivacity‖  (287)と考えていた。つまり、他人の
視線の中で、自らの望む通りのアイデンティティをまとってい
られる世界である。しかし、現実はそうはいかない。―seeking to 
identify myself with the joys and sorrows of others‖することがで
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を褒め称え、―threw himself into my arms‖  (335)となることによ
ってエミリーの分身であるケイレブの持つ愛情も果たされたと









の innocence を説こうとしていたが、最後に彼は ―I have no 
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character that I wish to vindicate‖と自らの罪を認めている。だが、
その代わり、彼は ―will finish them that thy story may be fully 
understood‖ (337)と、フォークランドの名誉のために、手記を書
き上げようとしている。そのフォークランド自身、名誉に取り
つかれ、―when I am no more, my fame shall still survive.‖  (292)と
語っていたのは既に記したとおりだ。彼はアレクサンダー大王  
がこうむったように―Mankind have revenged themselves upon him 
by misrepresentation.‖  (117)されることを何より恐れていただろ
う。ケイレブが手記を書くのは、自己弁護のためではないが、





 フォークランドの死後、ケイレブは ―I will think of thee, and 
from that thought will draw ever-fresh nourishment for my sorrow! 







小説の関係を  ―Godwin does not entirely eschew love interest in 
Caleb Williams, but the little he includes reveals his antipathy to the 
sentimental delusions encouraged in the convention novel.‖ (Graham 
17)と記している。  
- 103 - 
 
 結末においてケイレブとフォークランドは最後に和解し、愛
情によって結ばれた。しかし、ケイレブの中で変化は、 ―as if it 
were entitled to my exclusive attention.‖  (102)と考える対象がフォ
ークランドの名誉になっただけにすぎない。ゴドウィンは ―All 
formal repetition of other men‘s ideas, seems to be scheme for 
imprisoning . . . the operations of our own mind‖ (PJ 504)と述べて
い る 。 フ ォ ー ク ラ ン ド の 望 み の ま ま 生 き る ケ イ レ ブ は
―accustomed to indulge the inactivity of our faculties.‖ ( PJ 504)に
なっていくのだ。自分が―sole judge and master of his own actions‖  
(165)であることを主張していたケイレブの決定的な変貌であ
る。彼は成長することなく、―the same Caleb Williams that so short 
a time ago boasted that . . . I was still innocent‖  (336)であり続けた









Our seclusion was perfect. We admitted no visitors.  Indeed the 
locality of our retirement had been carefully kept a secret from 
our former accessory. . . . At the first dawn of the morning we 
closed all the massy shutters of our building, lighting a couple 
of tapers which, stronger perfumed, threw out the ghastliest and 
feeblest of rays. (Poe 337-8) 
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時には、―researches which had absorbed our whole attention‖を行
うため、デュパンは―gone abroad, or received a visitor, or more 




て―Books, indeed, were his sole luxuries‖  (Poe 336-7)であり、語り
手も―I was astonished, too, at the vast extent of his reading‖  (Poe 
337)という。ケイレブが人間を観察することに喜びを覚えたよ
うに、デュパンも ―seemed, too , to take an eager delight in its 
exercise – if not exactly in its display – and did not hesitate to 
confess the pleasure thus derived‖ (Poe 338)と描かれている。しか
し、ケイレブとは異なり、デュパンは事件に対してその知性を
駆使してみせながら、そうした孤独の中で、 ―divest himself of a 
character of a man and be incapable of judging of his fellow men, or 











Barker, Gerard A. Grandison’s Heir: The Paragon’s Progress in the  Late 
- 105 - 
 
Eighteenth-Century English Novel . Cranbury: AUP, 1985.  
Bulter, Marilyn. Jane Austen and the War of Ideas . Oxford: Clarendon, 
1975. 
Godwin, William. Caleb Williams, ed. Maurice Hindle. London:  Penguin 
Books, 2004. 
       . Enquiry Concerning Political Justice and Its Influence on Moral 
and Happiness . Ed. F. E. L. Priestley. 3 vols. Toronto: University of 
Toronto Press, 1946.  
Gold, Alex, Jr. ―It‘s Only Love: The Politics of Passion in Godwin‘s Caleb 
Williams.‖ Texas Studies in Literature and Language: A Journal of the 
Humanities  19(1977): 135-60. 
Graham, Kenneth W. The Politics of Narrative: Ideology and Social Change 
in William Godwin’s Caleb Williams . New York: AMS, 1990.  
Kelly, Gary D. English Fiction of the Romantic Period 1789-1830. London: 
Longman, 1989. 
Milton, John. Paradise Lost , ed. Scott Elledge. New York: W. W. Norton. 
1993. 
Ousby, Ian. The Bloodhounds of Heaven: The Detective in English Fiction 
from Godwin to Doyle . Cambridge: Harvard UP, 1976.  
Poe, Edgar Allan. The Portable Edgar Allan Poe, ed. Philip Van Doren 
Stern. New York: Penguin Books, 1977. 
Praz, Mario. The Romantic Agony . 2
nd
 ed. trans. Angus Davidson. London: 
Oxford UP, 1951. 
Richardson, Samuel. Pamela; or, Virtue Rewarded , ed. Thomas Keymer and 
Alice Wakely. Oxford: Oxford UP, 2001.  
Symons, Julian. The Bloody Murder: From the Detective Story to the Crime 
Novel: A History. Harmondsworth: Penguin, 1985.  
